
２
０
２
４
年
６
月
22
日
、
群
馬
県
安
中
市
の
新
島
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会
を
安
中

市
と
共
催
し
た
。「
安
中
市
・
学
校
法
人
同
志
社
連
携
協
定
事
業
」

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

開
会
に
際
し
て
、
同
学
園
の
聖
歌
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
合
唱
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
音
色
が
来
場
者
を
魅
了
し
た
。
そ

の
後
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
八
田
英
二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
は
、

新
島
襄
と
安
中
市
と
の
関
係
、
新
島
襄
の
志
が
新
島
学
園
に
息
づ
い

て
い
る
こ
と
な
ど
に
言
及
し
た
。

講
演
会
は
第
１
部
・
第
２
部
か
ら
な
る
。
第
１
部
と
し
て
登
壇
し

た
百
合
野
正
博
大
学
名
誉
教
授
は
、「
新
島
襄
が
私
学
同
志
社
を
設

立
し
た
重
要
な
意
味
～
グ
レ
イ
ス
教
会
で
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
こ

と
～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

監
査
論
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
研
究
、
教
育
に
加
え
、
多
く

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
部
長
・
顧
問
な
ど
に
従
事
し
、
学
生
部
長
と
し
て

活
動
し
た
経
験
を

持
つ
。
百
合
野
氏

に
と
っ
て
、
大
き

な
転
機
と
な
っ
た

の
が
２
年
間
の
イ

ギ
リ
ス
留
学
だ
っ

た
。
自
由
、
真
の

安
中
市
・
学
校
法
人
同
志
社
連
携
協
定
事
業　

安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会

　
　 
法
人
部  �

 

法
人
事
務
部

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
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新島学園聖歌隊
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同志社
クローズ・アップ

民
主
主
義
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、パ
ブ
リ
ッ
ク
（
公
＝
み
ん
な
）

な
ど
の
概
念
を
深
く
考
え
る
時
間
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

帰
国
後
、
百
合
野
氏
は
、
新
島
襄
の
生
き
方
や
思
想
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
０
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
新
島
襄
が
ラ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
で
５
０
０
０
ド
ル
を
集
め
た
こ
と
を
会
計

学
の
視
点
か
ら
論
じ
る
講
演
を
行
っ
た
。
同
志
社
の
創
立
１
３
０
周

年
で
は
、
学
生
部
長
と
し
て
グ
レ
イ
ス
教
会
と
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
間

の
１
３
０
㎞
を
歩
く
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
た
。

百
合
野
氏
が
知
る
に
至
っ
た
新
島
襄
の
強
い
思
い
。「
自
治
自
立

の
人
を
養
成
す
る
の
が
私
立
大
学
の
特
性
で
あ
り
、
一
国
の
良
心
と

も
い
う
べ
き
人
物
を
養
成
し
た
い
。
国
立
大
の
卒
業
生
は
国
の
た
め

に
働
く
よ
う
育
成
さ
れ
る
が
、
私

立
大
学
の
卒
業
生
は
国
民
の
た
め

に
働
く
。
新
島
に
と
っ
て
国
民
が

国
よ
り
も
大
事
な
の
だ
」
と
百
合

野
氏
は
語
る
。
さ
ら
に
「
新
島
の

遺
言
に
『
倜
儻
不
羈
（
て
き
と
う

ふ
き
）』
と
い
う
言
葉
が
出
て
く

る
ん
で
す
ね
。
優
れ
た
才
能
を
持

ち
、
独
立
性
が
高
く
自
由
に
行
動

で
き
る
気
骨
の
あ
る
人
物
と
い
う
意
味
。
新
島
は
こ
う
し
た
学
生
の

個
性
を
認
め
て
、
大
き
な
人
物
と
し
て
育
成
し
な
さ
い
、
と
考
え
た

の
で
す
」
と
も
言
う
。

最
後
に
「
新
島
先
生
が
望
ん
だ
よ
う
な
民
主
主
義
社
会
が
、
今
後
、

日
本
に
到
来
す
る
と
い
う
期
待
を
持
ち
た
い
」
と
締
め
た
。

次
に
登
壇
し
た
本
井
康
博
元
大
学
神
学
部
教
授
は
、「
安
中
と
同

志
社
～
交
流
１
５
０
年
の
そ
の
先
へ
～
」
と
の
演
題
で
講
演
し
た
。

１
５
０
年
の
起
点
を
、
新
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、
両
親
の
暮

ら
す
安
中
の
地
を
初
め
て
訪
れ
た
１
８
７
４
年
11
月
28
日
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
同
志
社
と
安
中
に
お
け
る
交
流
の
つ
な
ぎ
役
３
本
柱

と
し
て
有
田
屋
（
湯
浅
家
）、
安
中
教
会
、
新
島
学
園
を
挙
げ
つ
つ
、

そ
こ
に
関
わ
っ
た
主
要
人
物
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

「
新
島
を
迎
え
た
有
田
屋
の

３
代
目
当
主
・
湯
浅
治
郎
は
、

功
績
が
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
名

前
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残

念
」
と
い
う
本
井
氏
。「
湯
浅

治
郎
（
※
１
）
は
、
表
舞
台
に

立
っ
た
り
、
人
前
で
自
慢
し
た

り
し
な
い
。
縁
の
下
の
力
持
ち

本井元大学神学部教授
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に
徹
し
た
。「
上
毛
か
る
た
」
に
も
登
場
し
な
い
。
私
は
「
縁
の
下

　
湯
浅
治
郎
は
力
持
ち
」
と
い
う
読
み
札
を
入
れ
た
い
」
と
も
語
っ

た
。新

島
の
ご
く
初
期
の
教
え
子
の
一
人
、
高
崎
出
身
・
松
本
亦
太
郎

（
※
２
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
興
味
深
い
。
湯
浅
治
郎
の
長
男
一
郎
と

と
も
に
同
志
社
に
入
学
し
た
亦
太
郎
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
卒
業
で

新
島
の
後
輩
に
当
た
る
神
田
乃
武
が
帰
国
後
、
官
立
学
校
の
教
授
に

な
っ
た
こ
と
に
新
島
が
不
平
を
も
ら
し
た
消
息
を
、
著
書
の
中
で
披

露
し
て
い
る
と
い
う
。
新
島
が
あ
く
ま
で
も
「
独
立
、
自
治
」「
無

位
無
官
」
に
徹
し
た
人
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
逸
話
だ
。

同
じ
く
高
崎
出
身
の
住
谷
悦
治
（
※
３
）
は
、
東
大
出
身
で
同
志

社
総
長
を
務
め
た
。
東
大
紛
争
の
頃
、
住
谷
は
「
こ
の
機
会
に
東
大

な
ど
潰
れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
新
島
の
在
野
精
神

や
反
骨
心
を
受
け
継
い
だ
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

本
井
氏
は
、
最
後
に
今
後
の
展
開
と
し
て
安
中
市
や
新
島
学
園
に

対
し
て
姉
妹
都
市
提
携
、
姉
妹
校
提
携
な
ど
の
提
案
を
行
っ
た
。
ア

ー
モ
ス
ト
や
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
な
ど
ア
メ
リ
カ

の
自
治
体
に
加
え
、
新
島
脱
国
時
に
協
力
し
た
備
中
松
山
藩
主
・
板

倉
勝
静
に
ち
な
む
岡
山
県
高
梁
市
と
の
交
流
を
提
案
し
た
。

講
演
後
、
共
催
者
と
し
て
新
島
学
園
の
湯
浅
康
毅
理
事
長
が
「
１

５
０
年
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

と
つ
な
が
る
中
で
、
本
校
で
講
演
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
」
と
挨
拶
。

主
催
し
た
安
中
市
の
岩
井
均
市
長
は
「
２
０
２
５
年
は
同
志
社
創

立
１
５
０
周
年
、
そ
し
て
安
中
市
は
合
併
20
周
年
。
う
ま
く
連
携
し

つ
つ
新
た
な
展
開
を
図
り
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

※
１　

 

１
８
５
０
～
１
９
３
２
。
安
中
教
会
発
足
時
に
受
洗
。
実
業
家
と

し
て
頭
角
を
現
す
と
と
も
に
、
衆
議
院
議
員
と
な
る
。
新
島
の
死

去
後
、
京
都
に
移
住
、
約
20
年
間
同
志
社
の
経
営
に
奔
走
し
た
。

※
２　

 

１
８
６
５
～
１
９
４
３
。
同
志
社
英
学
校
を
経
て
。
旧
制
一
高
、

東
大
哲
学
科
卒
。
心
理
学
者
。
京
都
帝
大
教
授
、
東
京
帝
大
教
授

を
歴
任
。
日
本
心
理
学
会
を
創
設
し
た
。

※
３　

 

１
８
９
５
～
１
９
８
７
。
東
京
帝
大
法
学
部
卒
。
吉
野
作
造
門
下
。

経
済
学
者
。
戦
後
、
同
志
社
大
経
済
学
部
教
授
を
経
て
。
63
年
か

ら
75
年
ま
で
総
長
を
務
め
た
。
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